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ふ
る
さ
と
は
ま
ほ
ろ
ば

　
　

近
江
八
幡
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長　

隨
井 

佳
子 

爽
秋
の
気
配
の
漂
う
季
節
、
雲
一
つ
な
い
青
空
の
中

豊
か
な
稔
り
に
穏
や
か
な
時
が
流
れ
ま
す
。
ま
ず
は
東

日
本
大
震
災
、
台
風
十
二
号
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

ま
し
た
方
々
に
、
哀
悼
の
ま
こ
と
を
捧
げ
ま
す
。
ま
た

一
瞬
に
し
て
故
郷
を
な
く
さ
れ
被
災
さ
れ
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
や
、
ご
親
戚
の
方
々
に
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
幸
せ
な
私
達
は
一

日
も
早
い
復
旧
復
興
復
活
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
も
の

で
す
。
国
難
と
云
わ
れ
先
行
き
不
透
明
な
昨
今
、
私
達

近
江
八
幡
商
工
会
議
所
女
性
会
は
真
夏
の
市
民
の
お
祭

り
て
ん
び
ん
祭
り
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
で
参
加
し
、

さ
さ
や
か
乍
ら
地
域
福
祉
や
東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援

金
な
ど
に
取
り
組
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
身
の
丈
に
合

っ
た
こ
と
し
か
出
来
ま
せ
ん
が
助
け
合
い
、
支
え
あ
う
、

心
を
一
つ
に
お
役
に
立
つ
何
か
を
と
知
恵
を
出
し
合
っ

た
も
の
で
す
。
滋
賀
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
で

は
来
年
二
月
に
福
島
県
を
訪
れ
交
流
を
し
、
お
役
に
立

つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
し
て
お
励
ま
し
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
と
心
を
よ
せ
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
十

月
七
日
と
八
日
に
は
国
が
認
め
る
唯
一
の
女
性
会
で
あ

る
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
の
浜
松
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
ご
参
加
の
関

係
で
本
年
は
二
千
七
百
六
十
五
名
の
集
い
と
な
り
ま
し

た
。
商
工
会
議
所
女
性
会
活
動
指
針
に
、

リ
ー
ダ
ー
と
は　

高
い
志
を
も
っ
て
自
主
の
変
革

　
　
　
　

向
上
を
目
指
す
こ
と

凛
と
は　

情
熱
と
勇
気
を
も
っ
て
行
動
し
社
業
発
展

　
　
　
　

に
つ
と
め
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

信 

と
は　

礼
節
、
勤
勉
を
尊
び
美
し
い
自
然
や

　
　
　
　

良
き
伝
統
、
文
化
を
愛
し
次
の
世
代
に

　
　
　
　

継
承
す
る
こ
と

連
携
と
は　

女
性
経
営
者
の
友
情
と
信
頼
の
輪
を
内

　
　
　
　

外
に
広
げ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。「
こ
こ
ろ
は
だ
れ
に
も
見
え
な
い
け
れ

ど
こ
こ
ろ
づ
か
い
は
み
え
る
」
こ
と
と
共
に
今
こ
そ
指

針
を
心
に
と
め
、
活
動
に
生
か
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

浜
松
で
は
「
や
ら
ま
い
か
」
の
言
葉
に
元
気
を
も
ら
い
、

東
北
の
「
て
ん
で
ん
こ
」
の
言
葉
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

一
番
良
い
方
法
を
見
い
出
し
考
え
行
動
を
し
よ
う
と
の

意
で
、
て
ん
で
ん
こ
の
心
が
け
が
集
ま
れ
ば
一
つ
の
大

き
な
心
に
な
り
、
大
切
な
命
の
『
無
事
』
が
い
た
だ
け
、

そ
し
て
種
々
発
展
の
渦
が
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

唱
歌
の
「
故
郷
」「
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山　

こ
ぶ

な
釣
り
し
か
の
川　

夢
は
今
も
め
ぐ
り
て　

忘
れ
が
た

き
ふ
る
さ
と
」
の
歌
が
被
災
地
か
ら
沢
山
耳
に
届
き
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
の
お
祭
り
や
美
し
い
風
景
や
伝
統
文

化
は
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
大
き
な
力
の
あ
る

こ
と
を
強
く
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

笑
顔
の
溢
れ
た
ふ
る
さ
と
が
、
再
び
訪
れ
ま
す
よ
う

に
念
じ
ま
す
。

　

花
も
美
し
い
、
月
も
美
し
い
、

　
　
　

こ
れ
に
気
づ
く
こ
こ
ろ
が
美
し
い
。

村雲御所瑞龍寺
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ヒ
ト
の
半
分
は
女
性

近
江
八
幡
商
工
会
議
所　
　
　

会
頭　

秋
村 

田
津
夫

近
江
八
幡
商
工
会
議
所　

女
性
会
の
み
な
さ
ん
に
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。

世
界
に
は
多
く
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
続
々
と
誕
生
し
て

お
り
ま
す
。

社
会
を
変
え
て
い
く
に
は
女
性
の
力
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
近
江
八
幡
を
進

化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

近
江
八
幡
商
工
会
議
所
会
頭
に
就
任
後
、

「
草
の
根
ま
ん
だ
ら
」
と
い
う
会
報
を
三
回
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

「
ま
ん
だ
ら
」
と
い
う
の
は
、
思
考
の
枠
組
み
で
あ
り

一
言
で
言
い
ま
す
と
「
多
様
性
の
中
の
共
存
」
と
い
う

世
界
観
・
宇
宙
観
で
あ
り
ま
す
。

「
多
様
な
も
の
が
多
様
な
ま
ま
に
存
在
し
、
共
に
関
係

し
あ
っ
て
い
る
」

と
い
う
の
は
ま
さ
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
で
あ
り

日
本
の
伝
統
的
精
神
文
化
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。

人
間
は
自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

人
間
は
自
然
と
一
体
の
も
の
。

人
間
と
自
然
を
分
け
て
考
え
る
科
学
技
術
に
よ
っ
て
自

然
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
考
え
に

現
在
の
病
巣
が
あ
り
ま
す
。

石
油
文
明
→
生
命
文
明
へ
の
転
換

も
っ
と
自
然
や
生
き
も
の
の
知
恵
に
学
び
、
そ
れ
を

も
の
づ
く
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
社
会
、
環
境
の
こ

と
に
生
か
そ
う

そ
ん
な
目
的
で

ア
ス
ク
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
を
設
立
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
関
心
を
も
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

商
工
会
議
所
勤
務
１
年
が
経
過
し
て

近
江
八
幡
商
工
会
議
所　
　
　

専
務
理
事　

西 

村　

隆

秋
村
会
頭
体
制
は
昨
年
十
一
月
〝
活
き
活
き
し
た
近

江
八
幡
の
ま
ち
づ
く
り
〟
を
掲
げ
ス
タ
ー
ト
、
同
時
に

私
も
そ
の
一
員
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

私
は
、
県
職
員
時
代
の
経
験
、
ま
た
び
わ
湖
放
送
時

代
に
大
津
商
工
会
議
所
と
滋
賀
経
済
同
友
会
会
員
で
あ

っ
た
こ
と
を
通
し
て
、
商
工
業
の
課
題
・
現
状
は
理
解

し
て
い
る
積
も
り
で
あ
っ
た
が
、
現
実
は
そ
う
甘
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

真
っ
先
に
突
き
当
た
っ
た
こ
と
は
、
会
員
の
減
少
と

行
政
の
助
成
金
減
額
で
あ
っ
た
。

会
員
の
期
待
に
応
え
た
く
と
も
、
逆
に
事
業
見
直
し

や
事
務
経
費
を
、
さ
ら
に
は
職
員
に
も
給
与
や
手
当
の

我
慢
を
求
め
る
、
と
い
う
荒
い
手
も
打
た
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

会
頭
の
信
念
は
、
変
革
社
会
の
先
取
り
で
あ
り
、
会

議
所
が
そ
の
使
命
を
果
た
す
、
で
あ
る
。
結
果
会
頭
自

ら
の
責
任
に
よ
る
〝
シ
ー
ズ
バ
ン
ク
（
ま
ち
づ
く
り
基

金
）〟
に
よ
っ
て
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。

そ
の
基
本
は
安
土
と
の
一
体
化
で
あ
り
、
市
行
政
、

県
立
大
学
に
安
土
町
商
工
会
も
加
わ
っ
て
の
産
官
学
民

に
よ
る
四
者
連
携
協
定
を
四
月
十
五
日
に
締
結
、
各
界

の
有
識
者
に
も
意
見
を
聞
く
〝
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
〟

は
、
こ
の
十
一
月
に
は
そ
の
ま
と
め
が
出
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
推
進
原
動
力
を
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。

や
は
り
次
の
時
代
を
担
う
青
年
層
の
出
番
、
で
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
当
会
議
所
に
も
こ
の
十
一
月
青
年
部
（
仮

称
・
は
ち
ま
ん
青
年
経
営
者
会
）
を
立
ち
上
げ
る
事
に

な
っ
た
。
一
方
で
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
の
は
や
は
り
女
性
パ
ワ
ー
、
青
年
部
と
女
性
会
の
活

性
化
で
新
し
い
近
江
八
幡
の
元
気
が
創
造
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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幸せいっぱいのお花
　ピンポーンと美しいお花籠が、

お玄関に届きます。ハッピーバースデイ
のメロディーと共にフラワープレゼントを
手にまことに感激いっぱい、幸せいっぱい。
齢を重ねかさねてもうれしいかぎり！いつの
まにやらニコニコ笑顔がほころびます。ほん
のりほのぼのとあたたかな豊かな心の満ち
みちた一日をありがとう。感謝します。

（隨井　佳子）
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お誕生祝に可愛いお花をあ

りがとうございました。

女性会のますますの発展と会員皆

様のご健勝をお祈りいたします。

    （山本　スミ子）

お誕生祝に可愛いお花をあお誕生祝に可愛いお花をあ

りがとうございました。りがとうございました。

女性会のますますの発展と会員皆女性会のますますの発展と会員皆

嬉しかったです。家族からで

も数える程しか祝ってもらったこと

はありません感謝しています。１月です

ので、いつでも早々にいただきありがとう

ございます。お花が届いて始めて「お！

お前の誕生日か」と気付く程、ありが

とうございます。

（川上　靖子）

お誕生祝に可愛いお花をあお誕生祝に可愛いお花をあお誕生祝に可愛いお花をあお誕生祝に可愛いお花をあ

りがとうございました。

生誕して誰しも年に一度の

お誕生日は、有ることに違いはない

のですが、改めてお祝いとしてお花を頂

いた時は、本当に嬉しくも思いました。命

を与えていただいた両親にも感謝の気持ちが

一層涌きＴＥＬにて声を聞き、素直な思いを

伝える事が出来る様になりました。有難

うございました！！と電話で言えま

すね。            （樋口　和子）

 誕生日プレゼント
のお花をお届けし

ました
女性会から会員の

みなさんへ        
        

様のご健勝をお祈りいたします。様のご健勝をお祈りいたします。

    （山本　スミ子）    （山本　スミ子）

女性会のますますの発展と会員皆女性会のますますの発展と会員皆

嬉しかったです。家族からで

も数える程しか祝ってもらったこと

はありません感謝しています。１月です

ので、いつでも早々にいただきありがとう

ございます。お花が届いて始めて「お！

お前の誕生日か」と気付く程、ありが

とうございます。

生誕して誰しも年に一度の生誕して誰しも年に一度の

お誕生日は、有ることに違いはない

年令を重ねるごとに自分の

誕生日すら忘れていることもあり、

ましてやお花をもらうという機会もない

ので、お花を届けて下さる誕生日は、とても

うれしいし、一年無事に過せたという思いと、

また来年の誕生日まで、がんばろうという気

持ちを感じさせてもらえるので、ずっと

続けてほしいです。

 （広瀬　真由美）

「さいならやね」の短い言葉
をのこして、年度末の３月３１日こ

の世を去って行った夫…
　毎日の生活のこと、また今の病院に始めか
ら入院すれば良かった等々…色々なことが後悔
となって私を苦しめている日々の２ヶ月後、女性
会からの誕生日のお花　本当に嬉しかった。
　これではダメだ。現実を受けとめて、前向きに
頑張っていこうと私を勇気づけてもらったプ
レゼントです。本当にありがとうござい
ました。　　　　（村井　光子）

家族からのプレゼントはもらって

いるけれど、お花はもらった事がな

かったのでうれしかったです。長い日

咲いていてきれいでした。

　ありがとうございます。

（奥村　一代）

お誕生日をお祝いいただ

いて、健康に留意し一日一日

を大切に！と思う。そんな年令に

なりました。美しいお花に感動す

るそんな心を失わない様にと思

います。     （山本　俊恵）

とても愛らしいアレンジ花をプ

レゼントしていただきありがとうござ

いました。いつも勝手ばかりしておりま

すのに恐縮するしだいです。夜、ささやか

な誕生日会をしてもらったのですが、テー

ブルに花がそえられとても楽しい会に

なりました。      （塚本　光代）

私は６月１５日生まれです。
平成２１年６月１５日花屋さんから

可愛いお花がハッピバースデイのメロ
ディーとともに届きました。わぁ～とうれし
く幸せな一瞬でした。それから何回もメロ
ディーを聞いて花も大切にしました。誕生日は
歳を重ねていくばかりで、おめでとうと言われ
てもという感じでしたが、この時は本当に感
動しました。それから毎年お花が届いて
誕生日が楽しみになっています。

（藤居　久栄）

女性会からお誕生日にお花をいた

だくようになってからは毎年、お誕生日

が近づくと「今年はどんなお花がいただける

のかな？」と心待ちにしています。女性にとっ

て、お花のプレゼントはいくつになってもほん

とうに嬉しいものです。そしてお誕生日に確

実に遠い所からお花を届けて下さるお花屋

さんにも感謝します。

（太田　悦子）

お誕生日の会員様に平成21年1月から女性会より

花束のプレゼントをお送りしています。お誕生日は、

いくつになっても特別な日…。ご自分のお誕生日を

お忘れなく、大切な一日をご家族やご友人とお祝い

ください。今回、花束を受けとった会員の皆さんの

メッセージをご紹介いたします。

よわい
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幸せいっぱいのお花
　ピンポーンと美しいお花籠が、

お玄関に届きます。ハッピーバースデイ
のメロディーと共にフラワープレゼントを
手にまことに感激いっぱい、幸せいっぱい。
齢を重ねかさねてもうれしいかぎり！いつの
まにやらニコニコ笑顔がほころびます。ほん
のりほのぼのとあたたかな豊かな心の満ち
みちた一日をありがとう。感謝します。

（隨井　佳子）

お誕生祝に可愛いお花をあ

りがとうございました。

女性会のますますの発展と会員皆

様のご健勝をお祈りいたします。

    （山本　スミ子）

嬉しかったです。家族からで

も数える程しか祝ってもらったこと

はありません感謝しています。１月です

ので、いつでも早々にいただきありがとう

ございます。お花が届いて始めて「お！

お前の誕生日か」と気付く程、ありが

とうございます。

（川上　靖子）

生誕して誰しも年に一度の

お誕生日は、有ることに違いはない

のですが、改めてお祝いとしてお花を頂

いた時は、本当に嬉しくも思いました。命

を与えていただいた両親にも感謝の気持ちが

一層涌きＴＥＬにて声を聞き、素直な思いを

伝える事が出来る様になりました。有難

うございました！！と電話で言えま

すね。            （樋口　和子）

 誕生日プレゼント
のお花をお届けし

ました
女性会から会員の

みなさんへ        
        

 誕生日プレゼント
のお花女性会から会員の

みなさんへ

年令を重ねるごとに自分の

誕生日すら忘れていることもあり、

ましてやお花をもらうという機会もない

ので、お花を届けて下さる誕生日は、とても

うれしいし、一年無事に過せたという思いと、

また来年の誕生日まで、がんばろうという気

持ちを感じさせてもらえるので、ずっと

続けてほしいです。

 （広瀬　真由美）

「さいならやね」の短い言葉
をのこして、年度末の３月３１日こ

の世を去って行った夫…
　毎日の生活のこと、また今の病院に始めか
ら入院すれば良かった等々…色々なことが後悔
となって私を苦しめている日々の２ヶ月後、女性
会からの誕生日のお花　本当に嬉しかった。
　これではダメだ。現実を受けとめて、前向きに
頑張っていこうと私を勇気づけてもらったプ
レゼントです。本当にありがとうござい
ました。　　　　（村井　光子）

家族からのプレゼントはもらって

いるけれど、お花はもらった事がな

かったのでうれしかったです。長い日

咲いていてきれいでした。

　ありがとうございます。

（奥村　一代）

お誕生日をお祝いいただ

いて、健康に留意し一日一日

を大切に！と思う。そんな年令に

なりました。美しいお花に感動す

るそんな心を失わない様にと思

います。     （山本　俊恵）

とても愛らしいアレンジ花をプ

レゼントしていただきありがとうござ

いました。いつも勝手ばかりしておりま

すのに恐縮するしだいです。夜、ささやか

な誕生日会をしてもらったのですが、テー

ブルに花がそえられとても楽しい会に

なりました。      （塚本　光代）

私は６月１５日生まれです。
平成２１年６月１５日花屋さんから

可愛いお花がハッピバースデイのメロ
ディーとともに届きました。わぁ～とうれし
く幸せな一瞬でした。それから何回もメロ
ディーを聞いて花も大切にしました。誕生日は
歳を重ねていくばかりで、おめでとうと言われ
てもという感じでしたが、この時は本当に感
動しました。それから毎年お花が届いて
誕生日が楽しみになっています。

（藤居　久栄）

女性会からお誕生日にお花をいた

だくようになってからは毎年、お誕生日

が近づくと「今年はどんなお花がいただける

のかな？」と心待ちにしています。女性にとっ

て、お花のプレゼントはいくつになってもほん

とうに嬉しいものです。そしてお誕生日に確

実に遠い所からお花を届けて下さるお花屋

さんにも感謝します。

（太田　悦子）

お誕生日の会員様に平成21年1月から女性会より

花束のプレゼントをお送りしています。お誕生日は、

いくつになっても特別な日…。ご自分のお誕生日を

お忘れなく、大切な一日をご家族やご友人とお祝い

ください。今回、花束を受けとった会員の皆さんの

メッセージをご紹介いたします。

よわい
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誕
生
日
に
お
花
を
い
た
だ
い
て
…

山
本

　直
子

め
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
て
ゆ
く
日
々
の
中
、
届
い
た
お

花
を
見
な
が
ら
我
に
か
え
る
。

   

「
ま
た
一
つ
年
を
重
ね
た
ん
だ
」
と
思
う
と
同
時
に

「
こ
の
年
ふ
さ
わ
し
い
人
に
な
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

二
十
才
の
成
人
式
を
迎
え
た
あ
と
か
ら
ず
っ
と
思
い
続

け
て
い
る
。

   

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
大
人
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
？
」

見
か
け
は
立
派
な
お
ば
さ
ん
に
な
っ
た
け
れ
ど
…
可
憐

な
お
花
を
見
て
、
ま
た
新
し
い
一
年
の
目
標
を
た
て
る
。

私
に
は
常
々
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
言
葉
が
あ
る
。

い
つ
し
か
ふ
と
目
に
と
ま
り
、
切
り
抜
い
た
小
さ
な
紙

切
れ
を
机
の
上
に
置
い
て
い
る
。

   
〝
人
は
信
念
と
と
も
に
若
く
、
疑
惑
と
と
も
に
老
い

る
。
人
は
自
信
と
と
も
に
若
く
、
恐
怖
と
と
も
に
老
い

る
。
希
望
あ
る
限
り
若
く
、
失
望
と
と
も
に
老
い
朽
ち

る
。〟も

う
若
い
か
ら
…
で
済
ま
さ
れ
る
年
で
は
な
く
な
っ

た
今
、
女
性
と
し
て
華
を
添
え
ら
れ
る
人
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

全
国
大
会
に
参
加
し
て川

上　

靖
子

錦
秋
の
日
本
晴
れ
の
中
、
隨
井
会
長
、
川
上
、
村
松

三
人
で
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
浜
松
大
会
に
参
加
。

静
岡
県
は
全
国
中
心
部
分
で
地
の
利
を
誇
り
、
全
国
有

数
の
物
づ
く
り
県
、
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
ピ
ア
ノ
、

プ
ラ
モ
デ
ル
は
も
と
よ
り
、
風
光
明
媚
な
観
光
等
々
「
一

流
の
も
の
づ
く
り
振
興
条
例
」
を
制
定
し
た
程
、
静
岡

か
ら
全
国
へ
、
世
界
へ
と
夢
は
現
実
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
静
岡
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
設

立
一
九
七
二
年
）
全
国
デ
パ
地
下
に
食
品
を
出
荷
す
る

行
程
を
見
学
、
総
菜
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
素
材
へ
の

こ
だ
わ
り
、
安
心
、
安
全
は
も
と
よ
り
、
生
産
農
家
か

ら
工
場
内
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
を
な
く
し
、
人
の
手

に
よ
る
選
別
と
品
質
管
理
に
切
り
か
え
衛
生
的
な
機
器

の
導
入
を
は
か
り
、
発
送
ま
で
す
べ
て
を
、
自
社
で
取

扱
い
を
す
る
と
い
う
、
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
店
長
ま
で
一

貫
研
修
を
行
い
、
健
康
、
家
族
、
体
、
く
ら
し
、
を
守

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
時
間

の
都
合
で
試
食
で
き
ず
。

夜
に
は
、
参
加
者
二
七
〇
〇
人
の
親
睦
会
が
あ
り
、

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
来
賓
の
あ
い
さ
つ
（
女
性
が
元
気

な
国
は
健
全
と
）
に
つ
づ
き
、
震
災
に
あ
っ
た
岩
手
県

の
フ
ラ
ガ
ー
ル
十
名
に
よ
る
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
に

会
場
も
沸
き
あ
が
り
、
そ
の
若
さ
と
美
し
さ
に
目
は
点

に
！
と
て
も
楽
し
い
交
流
会
に
な
っ
た
。
大
会
当
日
は
、

商
工
会
議
所
女
性
会
活
動
指
針
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
ス

―
一
輪
の
如
く
―

久
保
田

　操

お
誕
生
祝
い
に
贈
っ
て
下
さ
る
お
花
に
は
、
意
味
深

く
感
謝
を
し
、
天
使
様
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
様
に
も
思
え

ま
す
。
贈
っ
て
下
さ
っ
た
お
花
に
、
ほ
っ
と
一
息
、
口

づ
け
を
し
て
お
店
に
飾
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
心
よ
り
、
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

一
輪
の
花
の
如
く
、
強
い
生
命
力
を
も
っ
て
周
り
の

人
々
に
強
い
勇
気
と
、
優
し
さ
を
与
え
て
く
れ
る
花
に

私
達
は
癒
さ
れ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

又
私
の
入
院
の
時
に
も
、
お
見
舞
い
に
お
花
を
頂
き
、

心
よ
り
感
謝
を
し
、
勇
気
を
い
た
だ
け
た
こ
と
を
、
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
又
お
花
を
贈
っ
て
下
さ
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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｜長命寺｜
西
国
第
三
十
一
番
札
所 

姨い

綺き

耶や

山さ
ん

「
長ち

ょ
う

命め
い

寺じ

」へ
の
道

霊
場
で
あ
る
長
命
寺
や
竹
生
島
の
参
詣
に
は
湖
上

交
通
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
長
命
寺
参
詣
の
賑

わ
い
は
近
世
以
降
も
続
き
ま
し
た
。

八
幡
堀
か
ら
も
八
月
一
五
日
に
は
舟
に
揺
ら
れ
て

長
命
寺
千
日
参
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
街
道
は
八
幡

町
か
ら
長
命
寺
へ
向
か
う『
長
命
寺
古
道
』と
呼
ば

れ
る
道
が
あ
り
、今
も
長
命
寺
へ
の
道
標
が
見
え
ま
す
。

古
道
を
進
む
と
、
北
ノ
庄
あ
た
り
に
石
垣
が
残
っ

て
い
る
の
が
朽
木
氏
陣
屋
跡
で
す
。
そ
の
す
ぐ
横
に

『
大
江
の
水
』『
大
江
観
音
』
が
あ
り
ま
す
。
陣
屋
の

奥
の
方
か
ら
水
を
入
れ
池
が
作
ら
れ
て
お
り
、
地
元

の
人
や
長
命
寺
参
詣
者
が
行
き
交
っ
て
休
憩
を
し
た

場
所
で
し
た
。

次
に
渡
合
橋
の
手
前
に
『
百も

も々

神
社
』
が
あ
り
ま

す
。
昔
、
橋
の
下
に

大
蛇
が
祀
ら
れ
て
お

り
、
ぜ
ん
そ
く
や
感

冒
に
か
か
っ
た
人
は

こ
の
社
の
石
を
か
り

て
き
て
家
に
置
く
と

全
快
す
る
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

中
ノ
庄
の
集
落
を

過
ぎ
る
と
石
佛
に
出

合
え
ま
す
。『
朝
日

の
名
号
石
』
と
い

わ
れ
、
弘
法
大
師

の
姿
と
南
無
阿
弥

陀
仏
の
文
字
が
現

れ
目
の
不
自
由
な

人
が
治
っ
た
と
言
わ
れ
今
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
ど
り
着
い
た
の
が
「
健
康
長
寿
の
観
音
さ
ま
」

に
出
会
え
る
西
国
三
十
一
番
札
所
の
霊
場
、
長
命
寺

で
す
。
歴
史
は
古
く
、『
寿

じ
ゅ
み
ょ
う
ち
ょ
う
お
ん
し
ょ
が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ

命
長
遠
諸
願
成
就
』
の

文
字
を
柳
の
巨
木
に
記
し
た
竹た

け

内の
う
ち

宿す
く

禰ね

が
長
寿
を

保
ち
、
六
代
も
の
天
皇
に
仕
え
ら
れ
、
そ
の
後
聖
徳

太
子
が
来
臨
さ
れ
た
時
に
、
巨
木
に
感か

ん

歎た
ん

さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
尊
十
一
面
観
音
と
伽
藍
を
建

立
し
た
の
が
聖
徳
太
子
の
作
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

竹
内
宿
禰
長
寿
の
こ
の
霊
験
を
も
っ
て
『
長ち

ょ
う
め
い
じ

命
寺
』

と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

長命寺　桧皮葺の本堂、右手に三重塔が見える

ズ
キ
会
長
の
「
経
営
雑
感
」
と
し
た
講
演
会
。
わ
が
社

は
自
動
車
産
業
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
取
扱
い
産
業
、

組
立
産
業
だ
と
お
も
っ
て
い
る
。（
タ
イ
ヤ
、
ガ
ラ
ス
、

車
体
、
等
々
別
の
と
こ
ろ
か
ら
来
た
も
の
を
組
み
立
て

て
い
る
）

わ
が
社
は
、
あ
る
く
一
歩
ふ
り
む
く
一
歩
（
一
歩
は

七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
て
）
い
か
に
ム
ダ
を
は
ぶ

く
か
苦
心
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
手
洗
い
の
石
け
ん
、

全
社
夜
の
消
灯
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
、
蛍
光
灯
の
部

分
消
灯
（
明
る
す
ぎ
）
等
々
社
内
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

計
っ
た
。
鉛
筆
一
本
ま
で
会
長
決
裁
と
し
た
と
こ
ろ
、

小
さ
く
な
る
ま
で
大
事
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
会
社
設

立
以
来
の
最
大
の
利
益
を
出
し
た
。

そ
れ
で
も
一
寸
先
は
闇
、
一
万
キ
ロ
先
か
ら
で
も
大

砲
が
飛
ん
で
く
る
。
そ
れ
で
も
店
じ
ま
い
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
企
業
は
永
遠
と
思
っ
て
い
る
。

最
後
に
「
二
〇
二
〇
年
第
三
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
招
致
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
」
を
拍
手

を
も
っ
て
採
択
。

全
国
大
会
は
と
て
も
有
意
義

な
会
合
で
あ
る
こ
と
は
、
い

う
ま
で
も
な
い
が
来
年
の

北
九
州
大
会
に
は
一
人

で
も
多
く
の
参
加
者

を
と
願
っ
て
い
る
。

大江の水

朝日の名号石

道標

参
考　

近
江
八
幡
市
立
資
料
館
発
行 「
街
道 

ぶ
ら
り
散
歩
」 



　事業所や労働者からの依頼を受けて労働・社会保険に
関する相談指導、種々の手続きを代理で行う「社会保険
労務士事務所」です。
　来年で事務所開設から40周年を迎えます。開設当初
は社会労務士の認知度は低く開設時には大変苦労しまし
た。市内の女性では草分け的存在でもあり地域で実証を
示せるよう奮闘して
きました。「挑戦の
心に限界なし」事業
主や労働者との間
での発生する問題
を解決するには多
くの事情がからみ
複雑です。実力がな
いと人は守れません。武器となる法律を学び抜き、力を
つけるしかないので、子育てをしながら創価大学通信教
育部の1期生として法学部へ入学しました。
　社会の変化に伴い多くの法律が改正され、学び続けな
ければ法律家の使命は果たすことが出来ません。依頼者
からの悩みや苦しみに寄り添い丁寧に対処してきました。
早いもので来年に40周年を迎えます。2001年、県内の
社会保険労務士として、初の調停委員となり、『人のため
に』との強い気持ちで調停を進めてきました。

　社会保険労務士に裁判
外の紛争解決手続きの代
理業務が2007年に開始
され、即座に挑戦をして
69歳で紛争解決手続代
理業務試験に合格し、「特
定社会保険労務士」の資

格を習得しました。現在中小零細企業170社の企業の顧
問を務め、各種セミナーの講師や後進の育成に取り組ん
でいます。これまで県社会保険労務士会理事、県労働保
険事務組合理事を勤めさせていただき、社会保険庁長官
表彰、県知事表彰、全国社会保険労務士連合会会長表彰
などを受賞させていただいたのも『生涯求道』とご指導
いただいた池田会長を初め多くの人々や、家族に支えら
れ今日があり感謝しています。特定社会保険労務士とし
て『生涯現役』として日々研鑽しております。

　昭和４１年にび
わ湖の干拓地に新
農村建設を夢みて、
全国より216戸が
入植し、自立した
専業農家として努
力してきました。
湖岸道路開通を期
に、野菜を直接販売できる小さなトタン小屋の直売所を
建てたことが、この『びわこだいなか愛菜館』のはじま
りです。
　生産者直送の「新鮮直売所」の他、農産物の加工体験
ができる「農産物加工所」や、トマトやイチゴなど季節
の野菜を収穫できる「交流型観光農園」があります。
　消費者との交流（地産地消）の推進と、自立した農業
経営者を育てることを目的としています。びわこだいな
か愛菜館は、農村と都会の交流の場である『明るい農村
連絡事務所』と大
中農業王国を目指
します。
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でいます。これまで県社会保険労務士会理事、県労働保
険事務組合理事を勤めさせていただき、社会保険庁長官
表彰、県知事表彰、全国社会保険労務士連合会会長表彰
などを受賞させていただいたのも『生涯求道』とご指導
いただいた池田会長を初め多くの人々や、家族に支えら
れ今日があり感謝しています。特定社会保険労務士とし
て『生涯現役』として日々研鑽しております。

　昭和４１年にび
わ湖の干拓地に新
農村建設を夢みて、
全国より216戸が
入植し、自立した
専業農家として努
力してきました。
湖岸道路開通を期
に、野菜を直接販売できる小さなトタン小屋の直売所を
建てたことが、この『びわこだいなか愛菜館』のはじま
りです。
　生産者直送の「新鮮直売所」の他、農産物の加工体験
ができる「農産物加工所」や、トマトやイチゴなど季節
の野菜を収穫できる「交流型観光農園」があります。
　消費者との交流（地産地消）の推進と、自立した農業
経営者を育てることを目的としています。びわこだいな
か愛菜館は、農村と都会の交流の場である『明るい農村
連絡事務所』と大
中農業王国を目指
します。

営業時間：9：00～18：00　定休日：日曜日 営業時間：9月～5月：9：00～18：00
6月～8月：9：00～19：00    　定休日　なし (正月を除く）
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有限会社
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平
成
23
年
女
性
会
で
は
こ
ん
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。 

（
第
23
号
発
行
以
降
の
活
動
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

　

に
開
催
さ
れ
た
近
畿
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会
総
会
の

収
支
決
算
報
告
と
来
年
度
の

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
会
議
を

開
催
し
た
。
当
女
性
会
か
ら

は
、
隨
井
会
長
が
出
席
し
た
。

２
月
８
日

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
会
長
会
議

大
阪
中
央
公
会
堂
に
て
滋
賀

県
下
７
女
性
会
各
会
長
が
集

ま
っ
て
、
滋
賀
県
商
工
会
議

所
女
性
会
連
合
会
平
成
22
年

度
下
期
の
事
業
報
告
と
来
年

度
の
事
業
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
会
議
を
開
催
し
た
。

２
月
９
日

近
江
八
幡
商
工
会
議
所　

秋
村
会
頭・尾
賀
副
会
頭・

役
員
と
の
懇
談
会
並
び
に

新
年
懇
談
会

第
１
委
員
会
で
企
画
さ
れ
た
、

商
工
会
議
所
の
秋
村
会
頭
・

尾
賀
副
会
頭
・
西
村
専
務
理

事
・
岡
田
常
務
理
事
と
の
新

年
懇
談
会
を
カ
ネ
吉
ヤ
マ
モ

ト
フ
ー
ズ
に
て
開
催
し
た
。

秋
村
会
頭
か
ら
は
、
こ
れ
か

ら
の
会
議
所
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
い
た
だ
い
た
。

平
成
22
年
11
月
９
日

資
質
向
上
研
修
会

　

第
２
委
員
会
で
企
画
さ
れ

た
資
質
向
上
研
修
会
で
、
東

近
江
行
政
組
合
消
防
本
部
近

江
八
幡
消
防
署
の
方
を
講
師

に
お
招
き
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
た
救
命
講
習
会
を
遊
び

舎
新
左
衛
門
に
て
開
催
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
研
修
会
を

通
じ
て
、
改
め
て
命
の
尊
さ

を
知
る
の
と
応
急
処
置
の
知

識
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

11
月
24
日

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
講
演
会
並
び
に

視
察
研
修
会

　

長
浜
商
工
会
議
所
女
性
会

が
企
画
さ
れ
た
滋
賀
県
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
の
事

業
で
、
現
在
大
河
ド
ラ
マ
の

話
題
に
も
な
っ
て
い
る
〝
浅

井
三
姉
妹
〟
に
つ
い
て
長
浜

城
歴
史
博
物
館
の
方
を
講
師

に
お
招
き
し
て
講
演
を
し
て

い
た
だ
い
た
後
、
空
き
店
舗

活
用
を
さ
れ
て
い
る
お
店
を

見
学
し
た
。

12
月
8
日

冬
野
菜
健
康
料
理
教
室

　

冬
野
菜
の
大
根
を
使
っ
た

健
康
料
理
教
室
を
、
㈱
び
わ

こ
だ
い
な
か
愛
菜
館
で
開
催
。

講
師
に
忠
見
美
恵
氏
を
お
招

き
し
て
、
家
庭
で
も
簡
単
に

つ
く
れ
る
料
理
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
調
理
方
法
だ
け

で
な
く
、
気
が
付
か
な
か
っ

た
大
根
の
特
徴
な
ど
の
説
明

や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
味
付
け

の
工
夫
な
ど
教
え
て
い
た
だ

い
た
。

12
月
８
日

第
1
委
員
会

第
１
委
員
会
で
企
画
し
て
い

た
だ
く
当
所
の
新
年
会
懇
談

会
に
つ
い
て
会
議
を
開
催
。

今
年
は
、
商
工
会
議
所
役
員

改
選
の
年
で
11
月
１
日
か
ら

新
役
員
体
制
に
な
っ
た
の
で
、

正
副
会
頭
と
役
員
と
の
懇
談

会
を
企
画
し
て
会
議
所
の
方

針
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
す

る
企
画
に
決
ま
っ
た
。

平
成
23
年
２
月
８
日

近
畿
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
会
長
会
議

大
阪
中
央
公
会
堂
に
て
６
月
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視察研修会

第1委員会

懇談会並びに新年懇談会

滋賀県商工会議所女性会連合会講演会

滋賀県商工会議所女性会連合会会長会議

人権研修会並びに新年懇談会

冬野菜健康料理教室

近畿商工会議所女性会連合会会長会議



３
月
28
日

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
理
事
会

琵
琶
湖
ホ
テ
ル
に
て
、
平
成

23
年
度
の
事
業
計
画
等
に
つ

い
て
会
議
を
開
催
し
た
。
当

女
性
会
か
ら
は
、
隨
井
会
長
・

川
上
副
会
長
・
髙
木
副
会
長

が
出
席
し
た
。

３
月
28
日

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
講
演
会

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
主
催
に
よ
る
講
演
会

を
開
催
し
た
。
場
所
は
、
琵

琶
湖
ホ
テ
ル
に
て
、「
日
本
人

の
底
力
～
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
に

込
め
た
思
い
～
」
を
テ
ー
マ

に
講
師
と
し
て
、
作
家
・
元

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
今
井
彰
氏
を
お
招
き
し

て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

４
月
25
日

平
成
23
年
度
定
期
総
会

長
浜
市
の
小
谷
・
江
の
ふ
る

さ
と
館
へ
向
か
う
車
中
に
て

出
席
者
26
名（
う
ち
委
任
状

15
名
）の
も
と
、
平
成
23
年

度
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

隨
井
会
長
が
議
長
と
な
り
、

平
成
22
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
報
告
に
つ
い
て
と
、

平
成
23
年
度
事
業
計
画（
案
）

並
び
に
、
収
支
予
算（
案
）に

つ
い
て
、
各
議
案
事
項
が
満

場
一
致
に
て
承
認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
小
谷
・
江
の

ふ
る
さ
と
館
へ
訪
問
し
て
視

察
見
学
を
し
た
。

５
月
23
日

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
定
時
総
会

大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
の
理
事
会
を
開
催
し

た
。
平
成
22
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
書
に
つ
い

て
と
、
平
成
23
年
度
事
業
計

画（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）、
役
員
改
選
に
つ
い
て
な

ど
各
議
案
事
項
が
満
場
一
致

に
て
承
認
さ
れ
た
。

５
月
28
日

共
催
に
よ
る
西
の
湖
と
葦

を
学
ぶ
会
に
参
加

葦
倶
楽
部
主
催
に
よ
る
参
加

対
象
者
が
、
小
学
校
高
学
年

以
上
を
対
象
と
し
た
「
西
の

湖
と
葦
を
学
ぼ
う
！
」
体
験

イ
ベ
ン
ト
に
共
催
と
し
て
参

加
を
し
た
。
場
所
は
び
わ
こ

揚
水
で
、
当
日
参
加
さ
れ
た

子
供
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
葦
と
自
然
環
境
な
ど
に

対
し
て
学
ん
だ
。

６
月
３
日

近
畿
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
福
井
大
会

福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
に

て
第
43
回
近
畿
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
総
会
福
井
大

会
が
開
催
。
近
畿
２
府
５
県

56
女
性
会
が
参
加
し
た
。
総

会
に
お
い
て
は
、
近
畿
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
上
西

美
智
子
会
長
と
、
今
回
開
催

地
の
福
井
商
工
会
議
所
女
性

会
大
谷
君
枝
会
長
が
そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
を
さ
れ
た
。
来
賓
と

し
て
、
福
井
県
知
事
の
西
川

一
誠
氏
、
福
井
市
長
の
東
村

新
一
氏
、
福
井
商
工
会
議
所

会
頭
の
川
田
達
男
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
招
か
れ
て
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。
議
事
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
事
業
報
告（
案
）

並
び
に
収
支
決
算（
案
）に
つ

い
て
、
平
成
23
年
度
事
業
計

画（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て
、
平
成
23
～

24
年
度
役
員
選
任（
案
）に
つ

い
て
各
議
案
事
項
に
つ
い
て
、

満
場
一
致
に
て
可
決
承
認
さ

れ
た
。
又
、
総
会
終
了
後
、

記
念
講
演
会
と
し
て
、「
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
女
性
の
生
き

方
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
タ

レ
ン
ト
・
近
畿
大
学
総
合
社

会
学
部
客
員
教
授
の
イ
ー
デ

ス
・
ハ
ン
ソ
ン
氏
を
お
招
き
し

て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
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平成23年度定期総会

近畿商工会議所女性会連合会福井大会

滋賀県商工会議所女性会連合会理事会滋賀県商工会議所女性会連合会講演会

滋賀県商工会議所女性会連合会定時総会西の湖と葦を学ぶ会

平成23年度定期総会



７
月
１
日

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会

正
副
会
長
・
監
事
会

大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
の
事
業
に
つ
い
て
の

会
議
を
滋
賀
県
下
７
女
性
会

会
長
が
集
ま
り
開
催
し
た
。

当
所
か
ら
は
、
隨
井
会
長
が

出
席
し
た
。

７
月
２
日

商
店
街
主
催
に
よ
る

「
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
出
店

京
街
道
筋
で
毎
年
恒
例
に
開

催
さ
れ
て
い
る
「
に
ぎ
わ
い

の
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
」

事
業
に
、
当
女
性
会
は
今
年

度
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
で
出
店
を
行
い
多
数
の
お

客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

７
月
11
日

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
理
事
会

滋
賀
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
理
事
会
を
草
津
の
ア

ミ
カ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。

当
所
か
ら
隨
井
会
長
・
川
上

副
会
長
・
髙
木
副
会
長
が
出

席
し
た
。
議
題
内
容
と
し
て

は
、
今
後
の
事
業
活
動
と
来

年
度
以
降
の
事
業
活
動
に
つ

い
て
協
議
を
し
た
。

８
月
21
日

て
ん
び
ん
ま
つ
り
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
市
場
に
出
店

今
年
で
第
26
回
を
迎
え
る

八
幡
て
ん
び
ん
ま
つ
り
が
、

市
役
所
付
近
に
て
今
年
も

開
催
さ
れ
た
。
当
女
性
会

も
社
会
・
福
祉
活
動
の
一

環
と
し
て
て
ん
び
ん
ま
つ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
市
場
に
出
店

を
行
っ
た
。

10
月
6
～
７
日

全
国
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
浜
松
大
会

第
43
回
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
浜
松
大
会
は
、

今
回
開
催
地
で
あ
る
静
岡
県

の
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
に
お

い
て
、
全
国
２
８
８
女
性
会

が
参
加
さ
れ
た
。
当
所
か
ら

は
、
２
名
参
加
。
今
回
開
催

地
で
あ
る
静
岡
県
の
知
事
や

市
長
を
は
じ
め
多
数
の
方
を

来
賓
に
お
招
き
し
て
多
く
の

祝
辞
を
い
た
だ
い
て
盛
大
な

も
の
と
な
っ
た
。
来
年
開
催

地
の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
た
。
記

念
講
演
会
に
お
い
て
は
、「
経

営
雑
感
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス

ズ
キ
㈱
代
表
取
締
役
会
長
兼

社
長　

鈴
木
修
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
て
講
演
し
て
い
た

だ
い
た
。

10
月
18
日

彦
根
商
工
会
議
所
女
性
会

創
立
30
周
年
記
念
の
つ
ど
い

今
年
創
立
30
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
彦
根
商
工
会
議
所
女
性

会
に
、
滋
賀
県
下
の
各
女
性

会
の
正
副
会
長
が
招
か
れ

て
、
彦
根
商
工
会
議
所
に
て

開
催
さ
れ
た
。
当
所
か
ら
は
、

隨
井
会
長
・
川
上
副
会
長
・

騠
木
副
会
長
が
参
加
し
た
。

彦
根
市
の
獅
山
市
長
、
彦
根

商
工
会
議
所
の
北
村
会
頭
を

は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
を
お

招
き
し
て
、
記
念
式
典
・
記

念
講
演
会
・
懇
親
会
が
行
わ

れ
た
。
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編
集
後
記

　三
月
十
一
日
東
日
本
大
震
災
で
多
大
な
る
損
害
を
被
っ
た
岩
手
や
宮
城
、
福
島
、
栃
木
等

七
県
で
は
、
今
な
お
行
方
不
明
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
現
状
で
す
。

ご
家
族
の
心
痛
は
、
如
何
程
な
事
と
察
し
申
し
あ
げ
ま
す
。

　命
、
辛
辛
助
か
っ
た
方
々
は
、
復
興
支
援
に
頼
ら
ず
、
自
力
で
頑
張
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　そ
れ
に
比
べ
滋
賀
県
で
は
、
被
害
等
全
く
な
く
、
家
、
家
庭
、
仕
事
に
も
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
で
、
今
よ
り
も
活
気
あ
る
町
興
し
を
し
て
、
少
し
の
力
で
も
被
災
地
へ
協
力
出
来
た
ら
と

念
誦
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　女
性
会
か
ら
の
義
援
金
も
一
部
で
す
が
、
担
っ
て
い
る
事
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

樋
口

　和
子

会
員
通
信
を
発
行

会
員
特
典
に
加
わ
り
ま
し
た
。

お
誕
生
日
に
花
束
贈
呈

お
誕
生
日
の
会
員
様
に
平
成
二
十

一
年
一
月
か
ら
女
性
会
よ
り
花
束
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

ご
自
分
の
お
誕
生
日
を
お
忘
れ
な

く
お
祝
い
く
だ
さ
い
。

花
束
を
受
け
と
っ

た
会
員
の
皆
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

あ
す
な
ろ
は
年
１
回
の
発
行
で
す
。
会

員
通
信
は
年
に
３
〜
４
回
発
行
し
て
い
く

予
定
で
す
。
皆
様
も
日
頃
思
っ
て
い
る
こ

と
や
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
へ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
へ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

八
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
八
幡
て
ん
び

ん
ま
つ
り
で
当
女
性
会
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
市
場

に
出
店
を
行
っ
た
収
益
金
を
、
何
か
社
会
福
祉

に
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
役
員
会
で
検
討
を
行

っ
た
結
果
、
車
い
す
五
台
を
近
江
八
幡
市
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

九
月
二
十
六
日
に
、
隨
井
会
長
を
始
め
役
員
が
、

近
江
八
幡
市
役
所
を
訪
れ
、
隨
井
会
長
か
ら
冨

士
谷
市
長
に
目
録
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
～
二
十
三
年
度
で
合
計

二
十
二
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

９
月
26
日 

近
江
八
幡
市
へ
車
い
す
５
台
を
寄
贈




